
被災地支援チームからのお知らせ 
2017 年 12 月 3 日発行 大井バプテスト教会 被災地支援チーム 

 

◆被災地支援チーム/2017 年度テーマ聖句 

<ローマの信徒への手紙 8 章 22～25 節> 

「被造物がすべて今日まで、共にうめき、共に産みの苦しみを味わっていることを、

わたしたちは知っています。被造物だけでなく、“霊”の初穂をいただいているわた

したちも、神の子とされること、つまり、体の贖われることを、心の中でうめきながら

待ち望んでいます。わたしたちは、このような希望によって救われているのです。見

えるものに対する希望は希望ではありません。現に見ているものをだれがなお望

むでしょうか。わたしたちは、目に見えないものを望んでいるなら、忍耐して待ち望

むのです。」 

 

◆祈りの課題 ≪どうか、一緒に祈りを合わせてください≫ 

東日本大震災から 6 年半、熊本地震から 1 年半が経過しました。各地で発生する

災害の被災地で、どのようなことが起こっているのか知り、祈り捧げていけますよう

に。/不安の中にいる人たち、苦悩している人たちを忘れることなく、主の守りを祈り、

共に歩んで行けますように。/東日本大震災の被災地では、未だ約 3 万 5 千人の方

が仮設住宅で暮らしています。あと数年、住み続けなければならない人たちが多くい

ます。これから冬に向かい、厳しい生活です。造成された土地には住まいが建ち、震

災後の新しい生活が始まり、地域の復興事業も進み、生活の再生を喜ぶ人たちがい

ます。一方で独居高齢者、コミュニティから孤立されている方、精神的に追い込まれ

ている方などが個人的な関わり求められています。特に、福島第一原発事故で避難

を余儀なくされている人たちは、生まれ育った地へ帰る目途も立たず、生活再建の見

通しさえ無い現実を引き受け続けなければなりません。放射能被害は深刻で、現地

の子どもたちの中でも甲状腺異常が発見されるケースも増えてきています。また、避

難生活の現実が理解されない苦悩も負わされています。どうか、悲しみ、苦しみ、不

安な日々を過ごす人々の心を照らし、希望を失うことがないように、主が支えてくださ

いますように。/原発事故が一日も早く収束するために、知恵と技術が与えられます

ように。原発作業員の方々の健康が守られますように。/熊本の地震、大分の豪雨で

被災され、仮設住宅などでの生活をされている方々の生活再建、体とこころを守って

くださいますように。/教会がどんな状況の時であっても希望のみ言葉を発信し続け

ていくことを喜びとすることができますように。/先の見えない被災地の方々に寄り添

い、主から託されている隣人としての使命をはたすことができますように。/すべての

人の苦しみを担われたキリストがいつもともにいてくださいますように。 

☆裏に続く☆ 



◆被災地支援物資支援のお願い 

全村帰村を決めた福島県川内村では、農業の再開など、生計を整えることも難しい

状況です。そのため、被災地支援教会を通じて、継続的にお米を届けています。現物

では送料がかかるため、「お米券」か「現金」をご支援ください。（被災地支援チーム：

大内兄、斉藤（君）姉、酒井(和)姉、福山姉、加藤（修）兄へお渡し下さい。） 

 

◆東北被災地のボランティア（宮城県/牡鹿半島の仮設支援）の募集 

仙台地区の教会の方と共に宮城県/牡鹿半島にある仮設住宅の支援に、一緒に行

きませんか？牡鹿半島の仮設支援は、今回で最後になります。もし支援に行けなくて

も、どうぞ一緒に祈ってください。 

 

 日程：2018 年 1 月 20 日(土) 

 内容：宮城県/牡鹿半島 仮設住宅支援 

 募集締切：2017 年 12 月 17 日(日) 

 備考： 

・ 交通手段は、JR またはレンタカー。詳しい予定（集合時間等）は、分かり次

第、参加希望の方へお知らせします。 

・ 参加ご希望の方、質問等は、被災地支援チーム（大内兄、斉藤（君）姉、酒

井(和)姉、福山姉、加藤（修）兄）へ。 

 

◆熊本地震被災地のボランティア 

熊本地震から 1 年半が経ちますが、未だ多くの働き手を必要としています。ニュー

スで報道されることも少なくなり、ボランティアが激減しています。九州キリスト災害支

援センターでは、毎週、火曜日から土曜日まで支援を募集しています。詳しくは以下

をご覧いただき、もし熊本に行ける方がいたら、ぜひお申し込みください。そして、九

州のことも、どうぞ祈ってください。 

 

 九州キリスト災害支援センターの詳細、ボランティアの申し込み、注意事項等 

URL：http://kyusyuchristdrc.wixsite.com/kumamoto 

電話：096-237-6341（熊本支部（ボランティア受付）） 

FAX：096-237-6380 E-mail：kcdrcvolunteer@gmail.com 

 今年、夏に起きた九州の豪雨災害（大分/日田・朝倉）のボラン

ティアも募集しています。 

 ご不明な点、質問は、加藤（修）まで。 

以上 


